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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・定期採血始まっています。マニュアルを確認し安全に実施し、廃棄物の処理、チェックを確実に行なう様にしましょう。

・北病棟の疥癬疑いの患者様解除となっています。入浴時、患者様の清潔と皮膚の観察を引き続き行ないましょう。

・来週の１５、１６日の法人研修「ビジネスマナーについて」の出欠確認今日までです。各自きちんとウィズへ入力するようにして下さい。

· 現在のベッド状況、５４床となっています。塚本勝昭様、本日家族面談を行ない主治医から西Aと言う話がありました。ベッドコントロール委員会に経過と状況伝えています。

＜患者様の連絡事項＞

・木ノ下　ツヨ様～本日、娘様より電話があり眼科受診させたいとの事。明日、10時外出予定　　　　　　　です。

・小田　スエ様～食事にムラがあります。主治医へ情報提供し1日エンシュア３缶継続処方して頂く様に確認していきます。また、摂取量少ない為本日より1日総摂取カロリーを出していきます。準夜帯で１日トータルカロリーを出して下さい。

・塚本　勝昭様～本日、家族（お父様）と主治医面談行なっています。

                うつになると妄想様な事を話す。統合失調症の妄想かもしれないが、本人のレベルも低くないし病気とはいえない。性格的なものかもしれない為長い経過を見ていく必要がある事。2月下旬か3月上旬～中旬退院予定と伝えています。離婚の話が奥様から出ていて(塚本家から言われると)それに関して父は「入院前には言っていたが、今は言っていない」と話されている。主治医からお父様へ本人に離婚に関して言わないよう伝えています。

16日か20日、妻と面談予定となっています。(現在、連絡をとっています)

＜要注目患者様について＞

・曽我　正子様～本日、レントゲン施行の結果、麻痺性イレウスの診断。身体管理が必要な為、合併症室に移室し、絶飲絶食。点滴24時間キープとなっています。点滴は6本処方となっています。それぞれ落下の時間が違うので処方箋を確認し、間違いのないようにして下さい。浣腸1日2回（7時、15時）。本日のプロスタルモンF（腸管蠕動亢進）混注した点滴は副作用観察の為15時半までには終わらせて下さい。腹部痛が増強した時はすぐに主治医へ報告し指示をもらって下さい。週末は主治医不在の為、出勤されている医師に診てもらって下さい。現在の状況では緊急性がないので当院で経過をみます。但し、急変があった時は他科受診してください。(主治医から)

今後も引き続き、グル音(金属音かどうか)、発熱、排便、排ガス、腹部の観察を行なっていきましょう。

・若松　博士様～頭部をステープラー固定しています。小坂Drに情報提供し、抜鉤器を探しあれば明日病棟へ連絡をくれるとの事です。主治医には報告していますが、抜鉤器がなければ他科受診の方針です。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～　昨日は朝食、入浴、おやつ時合わせて70分退室出来ています。落ち着いて過ごされているも、食事後の空腹感ありお菓子要求聞かれています。熱は見られないがサマセフは現在も内服されています。

　　　　　　　　本日は、退室時は疎通良好で衝動行為みられず落ち着いて過ごされています。自ら「もうご飯ですよね。」と自室へ戻ったりされている。身体を斜めに傾ける事無く姿勢もいいです。褥瘡部は(ポケット)7ｃｍ×8ｃｍ位です。徐々に良くなってきていますが浸出液見られています。本人、痛みについての訴えは聞かれていない。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　↓

　　　　　　　　良い状態が続いているので、徐々に自室へベッドを入れ生活環境を整えていきたいと思います。明日、担当看護師を交えカンファレンスで話し合いを行ない進めていきます。また、退室時、気になる人について聞くと特定患者様以外の名前を言われていますが衝動行為みられず落ち着いて過ごせています。そこは評価し伝えていくようにしましょう。

吉田　福松様～昨日、ろう便・放尿行為あり。理解力低下、疎通不良、歩行時の不安定さあります。また、両足背浮腫著明に見られています。排泄は確認出来ていて、歩行時も入院時と変化は見られていません。朝、昼の食事は全量摂取されています。

↓

転倒リスクありますが時間をみてスタッフと一緒に自室から出てホールにて過ごすようにして頂き、刺激を与えるようにしていきましょう。また、朝、昼の食事はホールにて食べて頂く様にしましょう。

柏崎　貞司様～喀痰多量に見られている為、去痰剤処方、又、下痢便もあることから整腸剤が処方となっています。喀痰量・性状、便の性状・グル音観察していきましょう。本日発熱があり、サマセフ5日分処方となっています。本日は、声掛けに表情に笑顔みられ表情穏やかです。また、「水、水」と発語聞かれています。

↓

　　　　　　　突然興奮されたりするので対応時には十分気をつけましょう。また、オムツ交換時や拘束部の観察時もスタッフ2名で行なう様にしていきましょう。褥瘡が出来ないように陰洗、マッサージなどを行ないましょう。経管栄養を入れる際はギャッヂアップするなどし、嘔吐・誤燕に注意しましょう。













